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ジェノサイド続けるガザ攻撃は免罪できない
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戦
争
反
対

８
月
19
日
戦
争
法
廃
止
宣
伝

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
で
軍
拡
進
め
る
岸
田
政
権
、

集
団
的
自
衛
権
で
日
本
を
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
引
き

ず
り
込
む
、
戦
争
法
を
廃
止
さ
せ
ま
し
ょ
う

８
月
19
日(

月
）

午
後
5
時
～
5
時
30
分

阪
急
桂
駅
西
口

午
後
6
時
30
分
か
ら
市
役
所
前
で
集
会
・
デ
モ
も
あ
り
ま
す

よ
び
か
け

西
京
九
条
の
会
連
絡
会
・
洛
西
平
和
ネ
ッ
ト

戦
争
が
終
わ
っ
て
79
年
今
こ
そ
平
和
の
旗
を
高
く

洛
西
平
和
ネ
ッ
ト

発
行

２
０
２
４
年
８
月
15
日

事
務
局
連
絡
先
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０
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８
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◎
大
阪
万
博
は
中
止
し
て
震
災
被
災

者
救
援
に
全
力
を
挙
げ
よ
。

戦
争
法
強
行
か
ら
９
年

安
倍
政
権
が
閣
議
決
定
し
た
「
集
団
的
自
衛
権
」
が
ど

ん
ど
ん
改
悪
さ
れ
、
自
衛
隊
が
ア
メ
リ
カ
軍
の
指
揮
命
令

系
統
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

か
っ
て
自
民
党
が
主
張
し
て
い
た
「
専
守
防
衛
」
が

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
持
つ
」
と
、
先
制
攻
撃
の
兵
器
の

爆
買
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ボ
ロ
儲
け
を
す
る
日
・
米
の
軍

事
産
業
。
今
一
度
、
日
本
の
進
む
べ
き
道
を
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

西
京
ピ
ー
ス
ウ
オ
ー
ク

９
月
21
日(

土)

行
い
ま
す
。

詳
細
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
９
４
５
年
８
月
１
５
日
、
日
本
は
敗

戦
を
認
め
ま
し
た
。
こ
の
戦
争
に
よ
り
日

本
は
兵
士
と
一
般
国
民
併
せ
て
３
１
０
万

人
が
犠
牲
に
な
り
、
日
本
の
海
外
侵
略
に

よ
り
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
２
０
０
０
万
人
以

上
が
戦
争
の
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
、
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
「
戦

争
し
な
い
」
こ
と
が
国
の
テ
ー
ゼ
と
な
り

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
国
際

紛
争
に
は
自
衛
隊
を
戦
わ
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
・

イ
ス
ラ
エ
ル
は
ド
イ
ツ
、
ナ
チ
ス
に
よ

る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
で
６
０
０
万
人
が
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
悲
惨
な
経
験

の
あ
る
国
が
今
ガ
ザ
で
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に

よ
り
４
万
人
も
の
住
民
を
殺
害
し
て
い
ま

す
。ア

メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
軍
事
支
援

し
な
が
ら
ガ
ザ
へ
の
食
料
な
ど
の
援
助
も

す
る
と
い
う
二
枚
舌
を
演
じ
て
い
ま
す
。

日
本
を
除
く
Ｇ
７
各
国
（
ア
メ
リ
カ
・

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
カ
ナ

ダ
・
イ
タ
リ
ア
）
も
今
回
の
長
崎
の
平
和

式
典
で
は
、
長
崎
市
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
招

待
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
駐
日
大

使
ら
は
連
名
で
「
イ
ス
ラ
エ
ル
を
式
典
に

招
か
れ
て
い
な
い
ロ
シ
ア
や
ベ
ラ
ル
ー
シ

の
よ
う
な
国
と
同
列
に
扱
う
こ
と
に
な
り
、

不
幸
で
誤
解
を
招
く
」
な
ど
と
懸
念
を
示

す
書
簡
を
市
長
に
送
り
、
駐
日
大
使
を
派

遣
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ロ
シ
ア
は
悪
く
、

イ
ス
ラ
エ
ル
は
正
し
い
と
い
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。
国
際
社
会
と
し
て
両
国
に
戦
争
を

止
め
ろ
と
い
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
現

実
で
す
。

国
内
で
も
自
民
党
の
総
裁
選
挙
を
め
ぐ

り
、
に
わ
か
に
憲
法
９
条
２
項
の
改
悪
が

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
和
を
守
る
の
は
権

力
者
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
議
論

で
す
。第

二
章

戦
争
の
放
棄

第
九
条

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を

基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、

国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る

威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を

解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ

を
放
棄
す
る
。

②

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸

海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持

し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め

な
い
。



大企業優遇税制で国民の暮らしを破壊！

自民党への献金の1万倍も見返り

しんぶん赤旗 24年８月10日より


